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SynopsIS  

Malk，tuSjqponicus fbrestis a broad－leaved secondary fbrest which widely develops  

in the tropICaland subtroplCalAsia．In theJapanIslands，Ma肋tus jqponicus fbrest  

extendsfrom the RyukyuIslands toward north as far as the southern part ofthe Honshu  
Island，Kanto and Chubu area．In the present study，a PhytosociologlCalanalysIS WaS  

designedbasedonthevegetation records reftrring to the relev6ftom the already prlnted  

PaPerS．PhytosociologlCalvegetation units ofsix plant associations，One COmmunlty and  

two alliances were determined．For the higher unit ofthese two alliances，Fico－Mal－  

lotalia，a neW Order，WaS described．  
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はじめに  

日本の常緑広葉樹林帯；ヤブツバキクラス域に成  

立する夏縁広葉二次林は，コナラ，クヌギ，エゴノ  

キ，ヤマザタラなどを主要構成種とする，オニシバ  

リーコナラ群集，クヌギーコナラ群集に代表される  

コナラ林，あるいはアカマツ林など定期的な伐採，  

下草刈りなどの人為的管理を受けている薪炭林が広  

い面積を占めている。これに対し，道路法面，谷筋  

急斜面，崩壊地，耕作放棄地，森林伐採地など日当  

りが良く肥沃な立地では，面的な広がりは限られて  

いるが，広く各地にアカメガシワ，カラスザンショ  

ウ，ハゼノキ，タラノキなどから成る先駆性夏緑広  

葉二次林が成立する。このような先駆性二次林；ア  

カメガシワ林の構成種は，陽地生で生長が早く，短   
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期間で群落を形成する。また，羽状複葉あるいは大  

きな広葉をもち特徴的な盃状樹形を示す。コナラ林  

などの夏緑二次林と異なり，マント群落として生育  

することも多く，林縁群落的な性格を強くもつ。   

日本のアカメガシワ林を構成する，肋肋r〟ふ尺カ〟∫，  

飽gαrα，7ね∽α，殿〟員Cと〟ね肋cα用〝gα，などの主  

な属は熱帯アジアにも広く分布し，種のレベルで共  

通する樹種もみられる（Rhichards1952，Whitmore  

1975，Smitinand1980）。日本国内では亜熱帯に属す  

る琉球列島において最も種組成が豊富で，北上する  

につれて貧弱となる。関東・東北地方ではアカメガ  

シワ，カラスザンショウなど数種にすぎない。   

本研究は筆者らを含めた横浜国大環境科学研究セ  

ンター植生学研究室のメンバーが中心となり，これ  

までに発表されてきた植生調査資料を素に，植物社  

会学的研究法（Braun－Blanquet1964）にもとづいて  

行なわれた。タイ，ボルネオ，ミクロネシアなど熱  

帯アジアおよびその周辺との植生，フロラの比較に  

よりアカメガンワ林の群落体系が考察されている。  

Ⅰ．研究史   

アカメガシワ林に代表される先駆性広葉二次林の  

植物社会学的研究は，逗子市をはじめ，鎌倉市，三  

浦半島，御蔵島，鹿児島県，屋久島，沖縄などの日  

本国内各地から地域植生誌において群落記載・報告  

が行なわれている（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1971，  

宮脇・藤原・箕輪・村上1981，宮脇他1973，1974，  

1983，宮脇編1980～1986，大場1970，大場・菅原  

1977，鈴木1979他）。また，外山・伊藤・川里（1978）  

はアオモジの種生態および群落について詳述してい  

る。しかし，群団以上のレベルで研究された例は少  

なく，群落体系的な研究はほとんど行なわれてい  

ない。国外では，ボルネオの東カリマンタンから  

助α∂α〝gα椚0血ccα〃α－」〃才力oc甲カαJ〃∫C鋸〃e刀∫由群  

落，顆erα血〃C〟椚群落が報告されている（宮脇他  

1982）。また，中村・鈴木（1986）はミクロネシアのパラ  

オ島から，Macarangaの優占するTrichospermo  

ledermanii－Macarangetum carolin－・  
ensisの群集記載を行なっている。  

Fig．1調査地域および気候  
Mapshowingthesurvey 

． 
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イヌビワーアカメガシワオーダーはこれまでに各  

地で報告されている植分を比較・検討した結果，以  

下の群集，群落，群団が確認された。   

a．ヤンパルアカメガンワーウラジロエノキ群集  

Melanolepido－Tremaetum ori－  
entalis Miyawakiet al．1982   

西表島から記載された群集である（宮脇他1982）。  

ウラジロエノキ，ウラジロアカメガシワ，ヤンパル  

アカメガンワ，クワノハエノキなどにより標徴・区  

分される。ケナガエサカキースダジイ群集域に広く  

生育する他，サキンマスオウノキ群集やサガリバナ  

群集の代償植生としても成立する。現在のところ西  

表島からのみ報告されているが，隣接する石垣島，  

宮古島など八重山・先島諸島にも生育が予想される。   

b．ヤンパルアワブキーエゴノキ群集  

Meliosmo rhoifolia－Styrac－  
etumJaPOnicae K．Suzuki1979   

西表島の仲間川流域に生育するアカメガシワ林で  

ある（鈴木1979）。ヤンパルアワブキ，マルヤマカ  

ンコノキ，シマオオタニワタリ，リュウキュウツワ  

ブキなどを標徴種，区分種とする。二次林として成  

立するが，一部谷筋，沢筋ではへゴが混生する渓谷  

生自然林としても生育している。   

c。アマクサギーウラジロエノキ群集  

Clerodendro yakushimene－Tr－  
emaetum orientalis K．Suzuki1979   

琉球列島に広く生育する広葉二次林である（鈴木  

1979）。これまでに，ウラジロエノキ群落（宮脇他  

1977），ウラジロエノキーフヨウ群落，カギカズラ  

ーシマサルスベリ群落（宮脇編1980）として報告さ  

れた群落もアマクサギーウラジロエノキ群集に含ま  

れる。ホウロクイチゴ，シマサルスベリ，フヨウ，  

アマクサギ，ヤクシマアジサイなどにより標徴・区  

分される。良く発達した植分では高さ20mを越える。  

屋久島では沿岸から海抜600m付近までみられ，水  

分条件の良い立地では持続群落を形成する。立地や  

群落の発達段階の違いなどにより種組成的な差がみ  

られ，サツマイナモリ亜群集，ツルマオ亜群集，ト  

サムラサキ亜群集，典型亜群集に区分される。   

d．ハドノキーウラジロエノキ群団  

Villebruno pedunculatae－Tr－  
emion orientalis K．Suzuki1979   

上記3群集はハドノキーウラジロエノキ群団にま  

とめられる。本群団は沖縄，奄美大島，屋久島など  

亜熱帯地方に成立する先駆性二次林である。リュウ  

キュウアオキースタジイ群集を潜在自然植生とする  

地域に広く生育している。ハドノキ，アマクサギ，   

以上のようにこれまでのアカメガンワ林の植物社  

会学的研究は，ある限られた地域内において行なわ  

れてきている。しかし，アカメガンワ柿の種組成的  

な比較研究は，一地域にとどまらず広く世界的な比  

較，少なくとも東アジア，東南アジアレベルでの広  

域的な比較研究が必要である。  

ⅠⅠ．研究対象地域および気候条件   

アカメガシワ林の植生調査資料は，北緯24度15分  

の西表島から北緯36度付近の関東・中部地方から得  

られている。この地域は常緑広葉樹林帯；ヤブツバ  

キクラス域に含まれ，年平均気温12－230C，暖かさの  

指数では約100m．d．～228．8m．d．（石垣島1931～1960  

年）であり，暖温帯および亜熱帯に属している（Fig．  

1）。島峡である奄美・沖縄地方，伊豆諸島をはじ 

本州，四国，九州の太平洋岸および一部日本海岸地  

域などアカメガシワ林が多く生育する地域は，温暖  

な海洋性気候となっている。   

8ⅠⅠⅠ．イヌビワーアカメガシワオーダー  
Fico－Mallotalia ord．nov．（Tab．7）  

1．種構成・形態   

これまでに各地で報告されているアカメガシワ林  

は，アカメガシワ，ハゼノキ，カラスザンショウ，  

イヌビワ（ケイヌビワを含む），ハマクサギ，イイギ  

リなどを標徴種としてイヌビワーアカメガシワオー  

ダーにまとめられる。イヌビワーアカメガンワオー  

ダーはこれらの種の他，ウラジロエノキ，オオバギ，  

ハドノキ，ウラジロアカメガシワ，アカミズキ，ク  

ワノハエノキ，アオモジ，クサギ，ヌルデ，フヨウ，  

シマグワ，センダンなどの先駆性広葉樹から構成さ  

れる二次林植生である。また，亜熱帯の谷筋・沢筋  

では持続群落として渓谷林を形成することもある。  

暖温帯ではアカメガシワ，カラスザンショウなど夏  

緑広葉樹が優勢であるが，南下するにつれてウラジ  

ロアカメガンワ，オオバギ，ヤンパルアカメガシワ  

など常緑・半常緑の種が多くなり，常緑・夏緑混生  

林を形成する。   

イヌビワーアカメガシワオーダーの植分は，葉層  

は薄いが，葉が水平に広がった枝の先端につき，好  

陽性を示す盃状の林冠となっている。階層構造は群  

落の発達段階によって異なり，初期相では1～2層，  

よく発達した植分では3～4層構造で，群落の高さ  

は1．5m前後の植分から15mを越える植分までみられ，  

植分による差が大きい。  

2．下位単位  
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ウラジロエノキ，オオバギ，ハルランイヌビワなど  

を標徴種，区分種とする。谷筋・沢筋など水分条件  

の良い立地では持続群落を形成し，熱帯・亜熱帯の  

渓谷林と群落的な類縁が深いと考えられる。   

e．ガクアジサイーラセイタタマアジサイ群集  

Hydrangeetum macrophyllo－  

involucrataeidzuensis Ohba  

1971   

伊豆諸島，江ノ島などフォッサ・マグナ地域の島  

喚部，沿岸部に生育する夏緑広葉樹林である（大場  

1971，宮脇編1986）。ガタアジサイ，ハチジョウグ  

ワ，オオバエゴノキ，ラセイタタマアジサイなどを  

標徴種および区分種とする。ホソバカナワラビース  

ダジイ群集，イノデータブノキ群集の二次林として  

成立するが，三原山などの火山周辺ではスコリア上  

に二次遷移の途中相としても観察される。   

r．センダンーハマセンダン群集  

Melio azedarach－Evodietum  

meliaefoliae Nakamurain Miyawaki  

1982   

西日本の沿海部に生育する夏緑広葉樹林である（宮  

脇編1982～1984）。センタン，ハマセンダン，オオ  

ツゾラフジ，チシャノキなどにより標徴・区分され  

る。温暖な水分条件の良い沿海部に限られ，その分  

布は局所的である。   

g．クスドイゲ嶋エノキ群落  

．りわ∫∽α CO乃ge∫J〟∽－CeJぬ ∫7〃e乃∫由 var．  

JqPOnica communlty   

和歌山県黒島に生育する植分である（宮脇編  

1984）。区分種のクスドイゲ，フェザンショウをはじ  

め，アコウ，カゴノキなど常緑樹が多く混生する常  

緑・夏緑混生林である。   

h．クサイチゴータラノキ群集  

Rubo hirsti－Aralietum Miyawaki  

et al．1971   

Synonym：ヤマハゼーカラスザンショウ群落（宮  

脇他1973），カラスザンショウーアカメガンワ群落  

（宮脇・藤原1974），アカメガンワーカラスザンショ  

ウ群落（宮脇他1977，宮脇編1981），カラスザンシ  

ョウーアオモジ群落（宮脇他1980），ハゼノキーカ  

ラスザンショウ群落（宮脇・藤原・箕輪・村上1981，  

宮脇・中村1982），アカメガシワーハゼノキ群落（宮  

脇・奥田・中村・鈴木1982）。   

クサイチゴータラノキ群集は特別な群集標徴種を  

もたない群集で，次に述べるクサギーアカメガンワ  

群団の典型部にあたる。群集の最適相では群落の高  

さ15m前後になり，アカメガンワ，ハゼノキ，カラ  

スザンショウなどが優占することが多い。クサイチ  

ゴータラノキ群集は二次遷移初期の低木林に命名さ  

れた名称で，必ずしも群集の特徴を表わすのに適切  

ではないが，種組成的に一つのまとまりをもつ先取  

権名として認められる。   

i．クサギーアカメガシワ群団  

Clerodendro－MallotionJapOn－  
icae Ohba1971   

上述の3群集1群落は，クサギ，ヌルデ，ネムノ  

キ，タラノキ，ヤマハゼ，キブシ，クサイチゴ，ニ  

ワトコ，コウゾなどを標徴種・区分種としてクサギ  

ーアカメガシワ群団にまとめられる。クサギーアカ  

メガンワ群団は，ハドノキーウラジロエノキ群団が  

屋久島以南の亜熱帯を中心に分布しているのに対し  

て，九州以北の暖温帯に生育するアカメガシワ林で  

ある（Fig・2）。  

3．生育地および生態   

イヌビワーアカメガシワオーダーは森林伐採地，  

崩壊性法面や斜面，耕作放棄地，河川沿い，谷筋な  

ど，比較的土壌有機物や水分条件に恵まれた立地に  

生育している。森林伐採直後は土壌腐植が急速に分  

解されるため富栄養となっており，ペニバナボロギ  

クーダンドボロギク群集などの好窒素性1年生草本  

群落が生育する。その後，モミジイチゴ，クサイチ  

ゴ，ナワシロイチゴなどの尺〟∂〟∫キイチゴ属，タラ  

ノキ，ニワトコなどが定着しクサイチゴータラノキ  

群集の初期相である低木群落を形成する。河川沿い  

や耕作放棄地の肥沃な立地では，ヌルデが優占する  

初期相を形成する。これらの初期相は遷移の進行に  

伴って，アカメガンワ，カラスザンショウなどが優  

勢となり高木林に発達して行く。さらに時間の経過  

につれて次第にシログモ，ヤプニッケイ，タブノキ，  

ホルトノキ，ヒサカキなどのヤブツバキクラスの種  

群の割合が高くなト），それぞれの生育地の潜在自然  

植生に移行して行く。また，アマクサギーウラジロ  

エノキ群集，ガクアジサイーラセイタタマアジサイ  

群集，センダンーハマセンダン群集などでは，谷筋  

崩壊性立地において土地的な持続群落を形成する。  

4．分布域   

イヌビワーアカメガンワオーダーは日本国内にお  

いては，関東・中部地方以南のヤブツバキクラス域  

に生育域をもち，沖縄・奄美地方では最も一般的な  

二次林植生である。分布の北限域ではイヌビワーア  

カメガシワオーダーの種群は貧弱となり，二次林と  

してはアカメガンワ林よりもコナラ林，アカマツ林   
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Fig．2 イヌビワーアカメガンワオーダーの分布。  
Distribution of the associations of Fico－Mallotalia   
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●ヤンパルアカメガシワーウラジロエノキ群集   
Melanolepido－Tremaetum orientalis Miyawakiet al・1982   

▲ヤンパルアワブキーエゴノキ群集  
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0ガタアジサイーラセイタタマアジサイ群集  
Hydrangeetum．叩aCrOPhyllo－involucrataeidzuensis Ohba1971   

▼センダンーハマセンダン群集  
Melio azedarach－Evodietum meliaefoliae Nakamurain Miyawaki1982   

◆クサイチゴータラノキ群集  
Rubo hirsti－Aralietum Miyawakiet al・1971   

ロクスドイゲーエノキ群落  
Xylosma congestum－CeltLf SinensLs var・japonica communlty  

似した群落として，シロガネムクノキ群集（大場・  

菅原1977）あるいはシロガネムクノキをウラジロエ  

ノキと同種とみた場合のウラジロエノキ群落（奥富  

他1985），マルハチ群集（大場・菅原1977，奥富  

1983他，フヨウ群落，センダン群落（奥富1983），  

ムニンエノキーシマムクロジ群落（奥富他1985）が  

報告されている。これらの群落とイヌビワーアカメ  

ガシワオーダーの種組成を比較すると，小笠原では，  

アカメガンワ，イヌビワ，ハゼノキ，カラスザンシ  

ョウ，オオバギなどイヌビワーアカメガシワオーダ  

ーの主要な標徽種を欠いている。また，小笠原はフ  

ロラ的な特性から，アコウザンショウ，シマムクロ  

ジ，ムニンエノキ，マルハチ，シロガネムクノキ，  

オオバシマムラサキなどの固有種が多い。シロガネ  

ムクノキとウラジロエノキを同種と認めても，イヌ  

ビワーアカメガシワオーダーと共通する種は，フヨ  

ウ，シマグワなど数種にすぎない。したがって，小   

が優勢となる。島喚，沿岸地域に広くみられ，内陸  

に向かうにつれて少なくなるが，内陸では海抜約500m  

付近まで生育している。   

国外においてはアカメガシワ林の植生調査報告は  

ほとんど行なわれていない。イヌビワーアカメガシ  

ワオーダーの標徽種群の分布をみると，多くの種が  

華中～華南，台湾，インドシナ，マレー，フィリピ  

ンに及んでいる（金平1936，中国科学院植物研究所  

編1972，Smitinand1980，Corner＆Watanabe19  

69）。したがってオーダーとしての分布は種の分布に  

必ずしも一致するものではないが，ほぼこれらの分  

布域に準ずる地域に生育するものと考えられる。  

Ⅳ－．考  察  

1．類縁群落との関係   

a．小笠原との比較   

小笠原にはイヌビワーアカメガンワオーダーに類  
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笠原の先駆性広葉樹林はイヌビワーアカメガンワオ  

ーダーにはまとめることはできない。しかし，ミク  

ロネシア，インドネシアなどの植分と広域的に比較  

した場合，より高次の植生単位では共通する可能性  

が高い。   

b．オオバギーアカギ群集との比較   

琉球列島にはオオバギやアカギの優占する森林植  

生が広くみられ，オオバギーアカギ群集としてヤブ  

ツバキクラスにまとめられている（Miyawakiu・  

Suzuki1976）。オオバギーアカギ群集は琉球石灰岩  

地帯の河川沿いや斜面に生育している常緑広葉樹林  

である。しかし，オオバギ，アカギは陽樹で生長が早  

く，オオバギーアカギ群集は相観的には盃状樹形を  

示し，他のヤブツバキクラスの植生とは異なっている。  

これまでにオオバギーアカギ群集としてあつかわれ  

ている植分に，オオバギ優占林がある（鈴木1979，  

宮脇・大野・鈴木・仲田1986）。このオオバギ林は  

群落高3～4mの植分もみられるが，8～10mの植  

分が多く，クスノハガシワ，ハゼノキ，シマグワ，  

センダン，イヌビワなどイヌビワーアカメガンワオ  

ーダーの種が高い常在度で生育している。生育地も  

伐採跡地，造成地，林綾など，アカメガシワ林の立  

地と共通している。また，オオバギーアカギ群集の  

分布地域は第2次世界大戦によr）植生・土壌の破壊  

を受けた地域で，現存植生は沢筋など一部を除くと  

二次林と考えられる植分が多い。以上の事実から，  

現在オオバギーアカギ群集にまとめられている植分  

の中には，先駆相としてのオオバギ林のようにアカ  

メガンワ林に種組成的，相観的に類似しており，ヤ  

ブツバキクラスよりも，むしろイヌビワーアカメガ  

シワオーダーに所属させるのが妥当と考えられる植  

分がみられる。このようなオオバギ，あるいはオオ  

バギ属肋cαrα〃ぎαの優占林は熱帯地方に広く分布  

している（Rhichards1952，Whitmore1975，Naka－  

mura＆Suzuki1984，中村・鈴木1986）。   

C．コナラ林との比較   

イヌビワーアカメガシワオーダーはコナラニ次林  

などのブナクラスの植生が成立しない地域，あるいは  

二次遷移におけるコナラ林の前段階として成立する。  

しかし，四、国，紀伊半島，東海地方の太平洋沿岸部  

では，コナラ林にアカメガンワ，カラスザンショウ，  

ハゼノキ，イヌビワなどが混生し，相観的にコナラ  

ーアカメガンワ林を形成する。あるいは生長速度の  

早いミズキやムクノキの一斉林がみられる。このよ  

うなコナラ林，ミズキ林はオニシバリーコナラ群集  

としてブナクラスにまとめられている（宮脇・藤原・  

原田・楠・奥田1971，宮脇編1986）。  

2．上級単位   

東～東南アジアの熱帯・亜熱帯には，肋cα′α〃g（7  

肋仏）ゎび，Gわc／zfdわれ乃e∽α，鞄gαrα，月カ〟∫などの  

トウダイグサ科，ニレ科，クワ科に代表される種群  

が生育している（中国科学院植物研究所編1972，  

Rhichards1952他）。これらの種群は陽地性で生長  

が早く，発芽後3・4年で高さ10m以上に達する種も  

少なくない。日本に分布しているアカメガシワ，オ  

オバギ，ウラジロエノキ，カラスザンショウ，ハゼ  

ノキなどは，中国，台湾を経て北方へ分布域をもち，  

それらの熱帯・亜熱帯系種群の末端部分を構成して  

いると考えられる。東南アジアのアカメガシワ林構  

成種には，これらの他，」〃才力oc甲カα／〟∫ Cカタ〃e〃め  

β〟α∂α〃gα∽OJ〟CCα仇㌫Ocわ∽eお∫∫〟∽α加〃α，Co〝㌣  

椚g帯0月∫α 占α′かα椚れ 〟〟わJ血 αfr叩〟甲〟reα，P舶一  

ece肋∂∫〟椚ルわーgαなど多くの先駆性樹種がみられ，  

二次林を構成する（Rhichards1952，Whitmore19  

75，宮脇他Ⅰ982）。イヌビワーアカメガンワオーダ  

ーは，これら二次林の植生群と共に，広く東～東南  

アジアに生育する二次林としてクラスレベルの植生  

単位に統合されると考えられる。その際には種組成  

のほかに属組成も考慮して検討する必要があろう。  

摘  要  

1．中部・関東地方～琉球列島に生育する二次林  

であるアカメガンワ林について，植物社会学的な研磯  

究が行なわれた。その結果，以下に示される6群集  

1群落，2群団に区分されるイヌビワーアカメガン  

ワオーダーが記載された。  

イヌビワーアカメガシワオーダー（新）  

ハドノキーウラジロエノキ群団  

ヤンパルアカメガシワーウラジロエノキ群集  

ヤンパルアワブキーエゴノキ群集  

アマクサギーウラジロエノキ群集  

クサギーアカメガシワ群団  

ガクアジサイーラセイタタマアジサイ群集  

センタンーハマセンタン群集  

クサイチゴータラノキ群集  

クスドイゲーエノキ群落   

2．アカメガシワ林は，伐採地，造成地，崩壊地，  

谷筋不安定地などに生育する二次林である。陽地生  

で生長の早い先駆性樹種から構成され，羽状複葉あ  

るいは大きな広葉をもつ盃状樹形が特徴的である。   

3．アカメガシワ林は東南アジアの熱帯・亜熱帯  

に分布の中心をもち，日本に生育しているアカメガ  

ンワ林は，南から分布を拡げてきた熱帯・亜熱帯性  

の二次林といえる。   
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Summary  

A phytosociologlCalstudy was carried out on the Ma肋tusJqPOnicus fbrest ftom the  
Centralpart（Kanto and Chubu districts）to the southern part（the RyukyuIslands）of  
Japan・As aresult oftheinvestlgation，itwaspossibleto establish six associations and one  

COmmunlty，Which fallinto the fbllowlng aIliances and order・  

Ord．：Fico－Mallotalia ord．nov．   

a11．：Villebruno pedunculatae－Tremion orientalis K．Suzuki1979  

ass．：Melanolepido－Tremaetum orientalis Miyawakiet aL1982  

ass．：Meliosmo rhoifolia－StyracetumJaPOnicae K．Suzuki1979  

ass．：Clerodendro yakusimene－Tremaetum orientalis K・Suzuki1979   

a11．：Clerodendro－MallotionJaPOnicae Ohba1971  

ass．：Hydrangeetum macrophyllo－involucrataeidzuensis Ohba197l  

ass．：Melio azedarach－Evodietum meliaefoliae Nak？murain Miyawaki  

1982  

ass．：Rubo hirsti－Aralietum Miyawakiet aL1971  

COmm．：Xyk）Sma COngeStum－CeltLssinensLsvar・］qPOnicacommunlty  

MaHbtusJqPOnicus fbrests are broad－1eaved secondary fbrests，Which al％fbund on the  

ftlling or crumbling areas，unStable slope along the valley・They are composed ofsome  

p10neer treeS，Which have plnnate COmPOundleaves or big broad－leaves・MaHbtusfbrests  

arewidelydistributedftomtheEastAsiatoSouthEastAsiainthetropICalandsubtropICal  

zones．Malk）tuSjqponicusfbrests oftheJapanIslands are situated near the northernlimit  

of Fico－Mallotalia．  
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